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症例1-1　初診時50代女性。健診とメインテナ
ンス希望。歯頸部CR部分の二次う蝕を認める
が、その他大きな問題はなし。全顎的に歯列不
正と歯肉退縮が目立つ。
。

症例1-2　初診時からPCRはかなり良好であっ
た。ただ一方で、口腔内所見と照らし合わせる
と、オーバーブラッシングが原因と疑われる歯
肉退縮が見られた。

症例1-3　初診時より5年経過後。担当歯科衛
生士とのメインテナンスの際の会話をきっかけ
に、かねてよりコンプレックスを抱いていた歯
列不正と色調の改善を希望する。

症例1-4　患者さんと相談した結果、全顎的な
矯正は行わず、部分矯正治療を行った後、補綴
的な改善で治療を進めることとした。

症例1-5　ラミネートベニア部分はエナメル質
の保存を最優先とするため、必要最低限の歯質
切削量で支台歯形成を行う。₂₂の矮小歯のエ
ナメル質は十分に残存している。

症例1-6　ジルコニアクラウンと二ケイ酸リチ
ウムによるラミネートベニア修復を行う。ジル
コニアフレーム、二ケイ酸リチウムともに、ラ
ボサイドでも「パナビア ベニアLC」の「ブリー
チ」を使用することで色調をコントロール。

Report 

Field Report

＜院長　木村正人＞
　1919年の開業から百余年、患者さ
んと正直に向き合うことが歯科医師の
正しい姿と考え、「わからない」をな
くす丁寧なカウンセリングと新しい技
術や機器、精度の高い治療で、患者さ
ん一人ひとりの立場に立ったオーダー
メイドの歯科医療を4代にわたって提
供してきました。今回ご紹介する症例
も、そうした姿勢で誠実に向き合った
ケースの一つと言えるでしょう。
　症例1は当時50代の女性で、健診と
メインテナンスを希望し、2018年に来

院。過去のコンポジットレジン（CR）
充填箇所に二次う蝕を認めたため治療
を行いました。その後、継続的なメイ
ンテナンスの中で、歯の色調や一部の
歯が舌側に傾斜していることに対して
コンプレックスを感じておられること
に担当歯科衛生士が気付きました。そ
こで2023年に審美改善を目的とした
新たな治療を開始しました。
　下顎の矯正治療は患者さんが希望し
なかったため、₂₂の矮小歯を唇側に
傾斜移動させ、その後のラミネートベ
ニア修復を想定し、必要な補綴スペー

スを残し矯正治療を終了しました。
　次に、₃から順にクラウン（₃）、

360°ベニア（₂）、180°ベニア（₁）、

180°ベニア（₁）、360°ベニア（₂）、

180°ベニア（₃）という補綴治療計
画を立案。マテリアルには、クラウン
にジルコニア、ベニアに二ケイ酸リチ
ウムを選択しました。このように、ク
ラウンとベニア修復の混在に加え、歯
に変色が見られるなどの留意点はあり
ましたが、ラボサイドでジルコニアフ
レームに二ケイ酸リチウムベニアを接
着する際に使用するセメントと、チェ

審美補綴治療における材料の選択と
セルフケアの重要性
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参考症例1　露出した歯根面のプラーク停滞と
歯肉退縮を抑えるため、過圧防止センサーがつ
いた「ソニッケアー」、替ブラシには適度にコ
シがあり歯肉にやさしい「プレミアム ガムケア 
ブラシ」を選択。

参考症例2　矯正治療中はPCR不良になりやす
いため、二次う蝕の予防を意識し、ブラケッ
トの上下を含むさまざまな角度からアプロー
チできる「プレミアム オールインワン ブラシ」
を選択。

参考症例3　ブラシ全体に「Brilliant more W」
をつけるよう指導。替ブラシにはコンパクト
ヘッドでステイン除去に適した「ホワイトプラ
ス ブラシ コンパクト」を用いるとより効果的
である。

症例1-7　接着修復は補綴装置内面処理が非常
に重要である。本症例では、「セラミック プラ
イマー プラス」と「パナビア ベニア LC」に
よる接着を行うこととした。

症例1-8　口腔内の水分を遮断し、接着効果を
高めるため、ラバーダム防湿下において接着操
作を行った。

症例1-9　患者さんは審美的、機能的に満足し、
現在も継続的なメインテナンスを行っている。

Field Report
アサイドで支台歯に二ケイ酸リチウム
ベニアを接着するセメントを同じ製品
で揃えることを前提に、色調のコント
ロールを行うことで対応できると判断
しました。
　接着セメントには、色調の安定性、
光重合型による十分な操作時間、接着
力の高さから、「パナビア ベニアLC」（ク
ラレノリタケデンタル）を選択。通常
は基本色である「ユニバーサル」を使
用するケースが多いのですが、本症例
では支台歯由来の変色を抑えるため、
明度の高い「ブリーチ」を採用しました。
　接着手技で大切なことは、「歯面処
理」・「補綴内面処理」・「防湿」の3つ
です。本症例においても、支台歯面
には「パナビアV5 トゥース プライ
マー」、補綴装置には「クリアフィル
セラミック プライマー プラス」を用
いて通法通り丁寧に前処理を行い、ラ
バーダム防湿下で治療を行いました。
その結果、支台歯色を極力抑えた自然
な色調と高強度の接着を実現、患者さ
んにも満足していただくことができま
した。加えて、本症例では、歯科衛生
士が継続したメインテナンスによって

プラークコントロールを安定させ、カ
ウンセリング時に潜在的な主訴を引き
出し、歯科医師とうまく連携できたこ
とで実現したケースであり、歯科衛生
士には大いに感謝しています。

＜歯科衛生士　清水望美／石原香菜＞　
　患者さんの想いや口腔内に対するコ
ンプレックスなど、コミュニケーショ
ンの中で患者さんが口にされたことは
すべて歯科衛生士業務記録に記入して
います。治療を終えた後も、「もっと
きれいにしたい」「もっと白くしたい」
など、この先どうありたいのか、あら
ためてご要望をヒアリングし、継続し
たメインテナンスを通して新たな提案
につなげていくことを心がけています。
　症例の患者さんは、もともとプラー
クコントロール（PCR）の良い患者さ
んでしたが、オーバーブラッシングが
原因と考えられる歯肉退縮が見られた
ため、過圧防止センサーがついた「ソ
ニッケアー」を提案。ジルコニアや二
ケイ酸リチウムなどの補綴装置にはプ
ラークや着色が付着しにくい特徴があ
りますが、本症例では上顎前歯部のみ

の補綴治療であったため、主に下顎前
歯のステイン除去を目的に、歯磨剤に
は「Brilliant more W」（ライオン歯
科材）を提案しました。
　「ソニッケアー」の場合、1歯あた
り約2秒ずつ歯面に当てることで高い
刷掃効果が期待できるため、その点は
実際の製品を使って丁寧に指導してい
ます。さらに、次回来院時には「ソ
ニッケアー」を持参していただき、
使用状況などを確認しながら継続的な
サポートを行います。替ブラシの選択
はプラークの付着具合を見て判断しま
すが、当たりのやわらかいものやコン
パクトなタイプなど、選択肢が多いの
も「ソニッケアー」の魅力です。「ジェ
ントルプラスブラシ」や「プレミアム
オールインワンブラシ」は毛先が最後
臼歯の遠心面まで届くため、ワンタフ
トブラシのように歯間部や歯と歯肉の
境目などに使用することも可能です。
プラークコントロールが改善すれば、
ケアタイムを減らして患者さんとの会
話に時間を割けるようになります。そ
うすれば、患者さんの隠れた主訴も引
き出しやすくなると感じています。　
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